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大
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

5,141 2,118 3,024

財
源
内
訳

歳出予算事業概要書令和 4年度 027 後期高齢者医療特別会計
現年 2号補正 （単位：千円）

保健事業費 項 後期高齢者健診事業 01 後期高齢者健診事業 所属 0101014500-0000 健康推進課

事業

0001 後期高齢者健診事業 (簡略番号：027507) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 617 4,524

事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

209

国庫支出金

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 617 4,315 4,932

県支出金

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 一般財源 209

　鳥取県後期高齢者医療広域連合の委託を受け、後期高齢者医療被保険者を対象とした健康 02 給料 17 備品購入費
　診査を実施するほか、医療費についての周知を行う。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【事業の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　後期高齢者医療被保険者に対する健康診査は各広域連合の努力義務とされている。そのた 05 災害補償費 20 貸付金
　め、被保険者の病気を早期発見し、症状が悪化する前に治療につなげることを目的として 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　健康診査を行う必要がある。　 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　健診受診者数の年間見込みが当初見込みを上回ることが想定され、健診委託料及びそれに 09 交際費 24 積立金
　伴う手数料を増額補正するもの。 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 18 18 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 599 599 27 繰出金
　高齢者の医療の確保に関する法律 13 使用料及び賃借料 予備費

14 工事請負費
３．用地の状況 15 原材料費 合　計 617 617

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（社会保障の充実） 諸収入 04030101001 後期高齢者健診委託料 617

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　町の公共施設での集団健診及び個人が医療機関で受診できる個別健診を実施する。
　受診の案内は、受診券と一緒に対象者全員に送付する。
　【事業の効果】
　健康診査を受けてもらうことで、病気又は病気につながる異常を早期発見し、病気が悪化
　する前に適正な治療につなげることができる。

６．財源の説明
　【諸 収 入】　617千円（後期高齢者健診委託料） 補助金等の名称

02款 01項 01目 000100000事業 後期高齢者健診事業

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額
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歳出予算事業概要書令和 4年度 026 介護保険特別会計
現年 4号補正 （単位：千円）

地域支援事業費 項 一般介護予防事業費 01 一般介護予防事業費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

事業

0001 介護予防把握事業 (簡略番号：035514) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 624 717 1,341 246 1,096

県支出金 90 90
財
源
内
訳

国庫支出金 328 328

730
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 193 193
事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 一般財源 624 106

備品購入費
　活機能基本チェックリストを行うことで、運動機能や口腔機能、認知機能の低下など生活 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　要介護認定者、総合事業・介護予防事業利用者を除く65歳以上の高齢者全員に対して生 02 給料 17

　機能低下が見受けられる方を早期に発見し、介護予防事業の参加につなげるものである。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金

補償、補填及び賠償金

　新型コロナウイルス感染予防対策として郵便による方法に変更することに伴い、郵券料 07 報償費 △293 △293 22 償還金､利子及び割引料

　　これまで、保健推進委員の皆さんにお願いしていた基本チェックリストの配布・回収を 06 恩給及び退職年金 21

　等を増額する必要がある。 08 旅費 23 投資及び出資金
　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金

寄附金
　・郵送により個人あてに配布し、返信用封筒により返送してもらうための経費（返信用封 11 役務費 879 879 26 公課費
　・保健推進委員報償金の減額　　△293千円（皆減） 10 需用費 38 38 25

　筒印刷代・郵券料）を増額　　　　917千円　　計　624千円 12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

624
　湯梨浜町介護予防・日常生活支援総合事業実施要綱

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

　介護保険法　　地域支援事業実施要綱 15 原材料費 合　計 624
２．根拠法令 14 工事請負費

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第8期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】

５．本年度の計画効果
　【計画】
　①町の介護保険第1号被保険者（要介護認定者、総合事業・介護予防事業利用者を除く65
　歳以上の者）に対して基本チェックリストを郵送により配布し、記入後の回収は返信用封
　筒により返送してもらう。
　②介護予防事業対象者を抽出・選定し、介護予防事業につなげる。 補助金等の名称
　【効果】介護予防事業対象者を把握することにより、早期に介護予防事業につなげること 補助基本額 補助率 補助金額
　が可能となり、引き続き自立した生活を維持することができる。

実施
計画

実施計画
６．財源の説明

03款 02項 01目 000100000事業 介護予防把握事業

計 上 額
　　一般財源　624千円
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（単位：千円）
総務費 項 総務管理費 01 一般管理費 所属 0101012100-0000 産業振興課（商工観光）

補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,187 4
0015 温泉事業推進基金積立金 (簡略番号：025373) 区　　分 今回補正額

1,191 1 1,191
事業

県支出金
財
源
内
訳

国庫支出金

補正前の額

1,188
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 3 3
事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 一般財源 1,187 1

備品購入費
　て積み立てる。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　将来的な温泉施設の整備及び大規模な修繕など、温泉事業の整備を進めるための基金とし 02 給料 17

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　前年度繰越金の確定により積立金額を増額するもの。 05 災害補償費 20 貸付金

補償、補填及び賠償金

　繰越金の増1,752千円-光熱水費の増217千円(2号源泉)-光熱水費の増21千円(めぐみのゆ) 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21

　-基金繰入金減額の補てん分327千円=積立金1,187千円 08 旅費 23 投資及び出資金
　　 09 交際費 24 積立金 1,187 1,187

寄附金
２．根拠法令 11 役務費 26 公課費

10 需用費 25

　湯梨浜町温泉事業推進基金条例 12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

1,187
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】「にぎわいと活力あふれるまちづくり」（観光の振興） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

15 原材料費 合　計 1,187
３．用地の状況 14 工事請負費

５．本年度の計画効果
　【事業計画】
　今後の温泉事業を進めるため、基金に積み立てる。
　【事業の効果】
　温泉事業の継続していくため、今後の施設整備に使用する費用を積み立てる。

６．財源の説明
　今回の補正内容
　【一般財源】　1,187千円

実施計画

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

01款 01項 01目 001500000事業 温泉事業推進基金積立金

歳出予算事業概要書令和 4年度 025 温泉事業特別会計
現年 1号補正

計 上 額実施
計画
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【実施計画】

実施
計画

部 実施計画
計 上 額章

【補助金】
補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

給水収益 18,290その他 1-1-1

【特定財源の内訳】
財源 科目コード 科目名称 今回補正額

合　計 18,290 18,290

動力費 18,200 18,200

補正要求 補正査定
光熱水費 90 90

【事業概要】 【事業費内訳】
1．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　原水及び浄水施設の維持管理を行い、水道の安定供給を図る。
　【補正の必要性】
　　原水及び浄水施設の適正な維持管理を行い、安全・安心な水道水の提供を行う必要がある。
　【補正の内容】
　　電気代高騰により不足する光熱水費及び動力費を増額補正する。
　　　光熱水費　　　　　　　 90千円増額
　　　動力費　　　　　　18,290千円増額
 
2．根拠法令
　　水道法、湯梨浜町水道事業給水条例
　
3．用地の状況

4．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

5．本年度の計画効果
　【本年度の計画】原水及び浄水施設の適正な維持管理を行う。
　【本年度の効果】原水及び浄水施設を適正に維持管理することで水道の安定供給が図られる。

6．財源の説明
　　その他（給水収益）　　18,290千円

節 補正要求 補正査定 節

79,294 30,027
補助単独区分 目的区分 一般財源
経費区分 経常的経費 事業区分 その他 18,290 61,004
事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規・継続 継続

県支出金
財
源
内
訳

国庫支出金

臨・経 経常 地方債

補正後の予算残額

事　業　費 18,290 61,004 79,294 30,027 49,267
今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額

事業

区　　　分

（単位：千円）
款 事業費用 項 営業費用 目 原水及び浄水費 所属 建設水道課

水道事業会計

歳出予算事業概要書令和 年度 水道事業会計
現年 3号補正予算
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水道事業会計

細節

【実施計画】

実施
計画

部 実施計画
計 上 額章

節

【補助金】
補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

その他 1-1-1 給水収益 1,300

【特定財源の内訳】
財源 科目コード 科目名称 今回補正額

合　計 1,300 1,300

路面復旧費 800 800

補正要求 補正査定
修繕費 500 500

【事業概要】 【事業費内訳】
1．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　配水及び給水施設の維持管理を行い、水道の安定供給を図る。
　【補正の必要性】
　　配水及び給水施設の適正な維持管理を行い、安全・安心な水道水の提供を行う必要がある。
　【補正の内容】
　　漏水等による消火栓修繕費及び舗装補修費が不足するため増額補正する。
　　　修繕費（消火栓）　　　　　　 500千円増額
　　　路面復旧費（舗装補修）　　800千円増額
 
2．根拠法令
　　水道法、湯梨浜町水道事業給水条例
　
3．用地の状況

4．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

5．本年度の計画効果
　【本年度の計画】配水及び給水施設を適正な維持管理を行う。
　【本年度の効果】配水及び給水施設を適正に維持管理することで水道の安定供給が図られる。

6．財源の説明
　　その他（給水収益）　　1,300千円

節 補正要求 補正査定 節

35,208 16,022
補助単独区分 目的区分 一般財源
経費区分 経常的経費 事業区分 その他 1,300 33,908
事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規・継続 継続 臨・経 経常 地方債

県支出金
財
源
内
訳

国庫支出金

補正後の予算残額

事　業　費 1,300 33,908 35,208 16,022 19,186

建設水道課

事業

区　　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額

現年 3号補正予算 （単位：千円）
款 事業費用 項 営業費用 目 配水及び給水費 所属

歳出予算事業概要書令和 年度 水道事業会計

-5-
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歳出予算事業概要書令和 年度 下水道事業会計
現年 4号補正 （単位：千円）
款 事業費用 項 営業費用 目 処理場費 所属 建設水道課

事業

区　　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事　業　費 12,536 46,916 59,452 23,721 35,731

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規・継続 継続 臨・経 経常 地方債
経費区分 事業区分 その他 12,536 46,916 59,452

補助単独区分 目的区分 一般財源
【事業概要】 【事業費内訳】
1．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　下水道処理場施設の動力費について、電力会社の燃料調整費増額により、電気代が高騰
　している為、増額補正をするもの。
　併せて、管渠費及びポンプ場費の動力費から処理場費の動力費へ科目変更するもの。
　【補正の必要性】
　年間を通じて円滑な下水道事業の維持管理を行う必要があるため。
　【補正の内容】
　処理場費 － 動力費  12,536千円増額
　管 渠 費  － 動力費  　5,641千円減額
  ポンプ場費－動力費　  1,055千円減額
　
2．根拠法令
　　下水道法、湯梨浜町公共下水道条例、農業集落排水処理施設等の管理に関する条例

3．用地の状況

4．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

5．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
  公共下水道及び農業集落排水事業の円滑な事業運営のため、適正な管理を行う。
　【事業の効果】
　公共下水道及び農業集落排水事業の安心・安全で衛生的な生活環境を維持するとともに
　適正な管理に資する。
　
6．財源の説明
  【下水道使用料収益】　　12,536千円
　

節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
動力費 12,536 12,536

合　計 12,536 12,536
【特定財源の内訳】

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
その他 使用料収益等 12,536

【補助金】
補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額
【実施計画】

実施
計画

部 実施計画
計 上 額章

節
細節

下水道事業会計
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△ 242,200過疎対策事業債企業債

歳出予算事業概要書
（単位：千円）

所属 建設水道課

令和 年度 下水道事業会計
現年 4号補正
款 資本的支出 項 建設改良費 目 ポンプ場費建設改良費

事業

区　　　分 今回補正額 補正前の額

県支出金

補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事　業　費 △ 965,451 965,451 0 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 △ 481,000 481,000 0

事業期間 令 4. 4. 1～令 5. 3.31 新規・継続 継続 臨・経 経常 地方債 △ 484,400 484,400 0
経費区分 事業区分 その他

補助単独区分 目的区分 一般財源 △ 51 51 0
【事業概要】 【事業費内訳】
1．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　松崎地区内水対策事業（新町川ポンプ場建設事業等）
　【補正の必要性】
　　松崎地区内水対策事業のうち、新町川ポンプ場建設事業について、用地協議及び県事業
　　との工程調整の結果、当年度の事業執行の見込みがたたなくなり事業延期したため、事業
　　費を減額補正するもの。
　【補正の内容】
　　事業費　965,451千円減額
　
2．根拠法令
　　下水道法、湯梨浜町公共下水道条例

3．用地の状況

4．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)

5．本年度の計画効果
    【本年度の計画】新町川ポンプ場建設事業　965,451千円
  　【事業の効果】新町川雨水ポンプ場等を整備することにより、内水対策を推進する。

6．財源の説明
　 【国庫補助金】　　　　　     　  　△481,000千円
   【公共下水道整備事業債】　    △242,200千円
   【過疎対策事業債】　　　　     　△242,200千円
   【他会計負担金】　　　　　 　　　  　    △51千円

節 補正要求 補正査定 節 補正要求

法定福利費 △ 700 △ 700

補正査定
報酬 △ 2,651 △ 2,651

備消耗品費 △ 100 △ 100
委託料 △ 31,000 △ 31,000
工事請負費 △ 931,000 △ 931,000

合　計 △ 965,451 △ 965,451
【特定財源の内訳】

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
国庫補助金 国庫補助金 △ 481,000

企業債 公共下水道整備事業債 △ 242,200

負担金 他会計負担金 △ 51

【補助金】
補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額
【実施計画】

実施
計画

部 実施計画
計 上 額章

節
細節

下水道事業会計


